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使徒の働き 1:-28: 

使徒行伝の分析をしている中でアンテオケの教会というものがとても大切ですね。で
は、アンテオケの教会は何なんだろうということでいろいろ見ていたところです。 

エルサレムの教会が、パウロ、サウロの迫害や、ユダヤ人の迫害によって散らされ
る。ステパノは殺されるということなのですが、その散らされたことによって、散って
いった中の一つがアンテオケの教会ということです。キリストが十字架にかかって復活
して、御霊が与えられて、集まっていたユダヤ人たちに御霊がくだりましたから、エル
サレムの中で信じている人たちの教会が始まったことは始まりましたが、まだユダヤ人
の教会ということです。そのユダヤ人の教会であるエルサレムの教会が迫害されて、そ
ういう意味では、一度十字架にかけられて、ステパノと同じように死んだ。死んで蘇っ
たのが広がっていきました。アンテオケの教会の話は、それから10年後ぐらいの話だっ
たと思いますけれども、ここで新たにエルサレムの教会から人が送られてきて、アンテ
オケの教会が作られています。アンテオケの教会というものが、ユダヤ人も異邦人も含
めて、キリスト人の教会。ユダヤ人の教会から復活したら、キリスト人の教会が生まれ
ましたというのが、アンテオケの教会ということでしょう。ここでキリスト者と呼ばれ
るようになりましたということが、11章に書いてあるとおりです。 

この十字架と復活。復活したアンテオケの教会にいる人たちを見ると、キリストが十
字架にかかった時に、十字架を負ったクレネ人シモン。このクレネ人という人たちは、
北アフリカの方にあります。ペンテコステの時もそうなのですけど、もうすでにディア
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スポラですね。散らされていたユダヤ人の会衆、会堂が、全世界のあらゆるところにあ
ります。そのいくつもあるところの一つのクレネ。クレネも大きい都市だったようで
す。アレキサンドリアがエジプト、隣のリビアの大きな町クレネ。そこからペンテコス
テの祭りにみんな集まってきていました。ローマもあったと思いますけれども、すべて
の国々から集まって来ていました。その人たちが自分たちの国の言葉で聞いて驚いてい
るというような話でしたけど、その中にクレネ人もいます。 

バルナバはキプロス人です。キプロスはクレネの北側にある島です。キプロス人のバ
ルナバ。その最初のステパノの時に選ばれている７人の中には、アンテオケの改宗者ニ
コラオという人もいますから、アンテオケとも繋がっています。その人たちが、迫害さ
れて散らされるということによって、広がっていった中で、このバルナバが最初に土地
とか財産を全部売ってエルサレムの教会とひとつになっていますという代表的な人物と
して、ちょっとだけ出てきます。その人がアンテオケとエルサレムのやり取りをしてい
ます。この中にはニゲルと呼ばれるシメオンと言っている人がいます。これがさっきの
クレネ人シモン。二グロのシモン。黒人だったのかな、そのシモンもアンテオケの教会
にいました。 

御霊が与えられたのですけれども、ユダヤ人もギリシャ人もないキリスト人の教会と
いうのが、主のからだとして復活しましたというところなので、このアンテオケの教会
からいろんな教会が作られていく。またアンテオケに戻ってきて、また別の所へ行って
というようなベースキャンプになっているところが、このアンテオケの教会です。 

アンテオケの教会が始まる11章のところに、バルナバがサウロを連れに行くとかいう
話があるのですけど、この後にペテロの復活、アイネヤ、タビタの復活、ペテロが十字
架にかかって復活するというような話が、ルカ福音書のイエス様と同じような話と混
ざっていますよね。その混ざっているのを見てもアンテオケの教会というのが、エルサ
レムの教会が復活した新しい民、ユダヤ人からキリスト人へというのが、このアンテオ
ケ教会のスタートというころだと思われます。
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